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■会　議　録　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第２回鶴岡市歴史的風致維持向上計画推進協議会
記録者　都市計画課　齋藤
■開催日時：平成25年7月18日(木)10:00～12:00

■開催場所：市役所3階　議会委員会室
■出席者　：別紙名簿のとおり

■次　第　：

１.開　　会

　　２.挨　　拶

　　３.委員紹介

４.協　　議 （１）経過報告

（２）鶴岡市歴史的風致維持向上計画（案）について

①歴史的風致について　②重点区域、事業について

（３）今後のスケジュール

（４）その他

５.閉　　会


■内　容
１．開会　（午前10時開始）　（進行：渡会都市計画課長）
２．挨拶　　（山本副市長）
　平成23年7月20日に第1回の開催で、多くの貴重な意見をもらった。
2年ぶりの開催になる。歴史的な建物の建て替え、取り壊しが進んでいる。民俗芸能の担い手不足など、歴史の継承が困難になってきている状況もある。そのため、鶴岡固有の歴史を継承し守っていくためにこの計画を策定するものである。
計画の内容は多岐にわたり国も国土交通省、文化庁、農林水産省の三省が関わっている。同じように市も多くの部局にわたって連携して作成している。
今後、総合的一体的なまちづくりを行っていくものであるが、その主役は市民の皆様と思っている。
市民と行政が一体となった計画作りを行いながら、共に住み良い地域づくり、伝統文化を守っていくことが大事である。行政と市民が協力して共有する地域づくりにご協力いただきたい。
３．委員紹介
４．協議　　（座長：佐藤滋会長）
（１）経過報告
　　説明：資料１‐６頁　　（都市計画課　齋藤）
（２）鶴岡市歴史的風致維持向上計画(案)について
　　①歴史的風致について　②重点区域、事業について
　　　説明：資料２、資料３により一括説明　（都市計画課　齋藤）
【佐藤会長】ただいま事務局より説明がありましたが、この計画は３地域に分かれているが広域にわたっており、文化的な要素が色濃く反映され、鶴岡独特の特質が反映されている計画という印象を受けた。
【山本委員】手向地区では魅力発信協議会が活動しているが、一般の人の関心が薄いと感じる。今後は一般の方の関心を高め、地域の関係者以外の人も参加することが大事である。そのためにも「観光客倍増」「元気な鶴岡づくり」などのサブタイトル（キャッチフレーズ）を検討いただきたい。
【都市計画課長】法令に基づくため正式名称は堅苦しい計画名になるが、広く市民に認知してもらうことが大きな活動の一つであり重要である。そのためのシンポジウムや概要版作成なども考えている。今後、サブタイトル（キャッチフレーズ）等で多くの市民から関心を集めることも検討する。
【稲泉委員】10年間の計画期間、終了後はどうなるのか。また今日まではどのように取り組んできたのか。
【都市計画課長】これまでも、まちづくりに関する様々な計画においては歴史性を踏まえて作成、実施してきた。本計画はその「歴史」という切り口からまちづくりを進めていくものである。今後は本計画以外の計画でも歴史的風致を保全していくという理念は継承されていくものである。
本計画に今あげている事業が10年間でやる事業のすべてではない。計画は実施していく中で見直しを図りながら行い、事業も更新を図っていくもので、10年度のまちの姿をこの事業で、すべてを表しているものではない。今後、様々なワークショップ等により歴史まちづくりを進めていくうえで、市民からの合意を得ながら、当面の10年間をこの計画を軸に進めていくものである。
【佐藤会長】歴史的風致は、人々の営み(ソフト)と建物(ハード)が交差したところということで、行政が行うハードだけでない。市民と一緒に相当いろいろな取り組みを雪だるま式にやっていかないと目的が達成できないものである。
　
【高谷委員】資料の図面に山王町周辺に歴史的建造物が表示されている。また活動についても沢山ある。まちなかキネマも大正時代の建物を活用した絹関連工場であったが、これらのエリアも重点区域に含めるということは考えなかったのか。どのような経緯でエリアが決まったのか。
【都市計画係長】山王町や他の地域にも歴史的な建造物が残っており検討は行われてきた。中心市街地のエリアに関しては風致である城下町を基本として、さらに今後重点的に風致向上のための事業を取り組んでいくべきエリアを検討し三の丸の区域となった。さらに保全すべき城下町の景観として本市で都市計画高度地区決定している歴史文化ゾーンも合わせて重点区域としている。
【佐藤会長】図中に松文産業が入っていない。
【都市計係長】松文産業は図中に追加表示する。
【稲泉委員】山王町は整備され、商店街も頑張り住民も期待している。芭蕉関係や長山邸や乗船場所なども観光面からも大事であるので重点区域に入ると良い。また、山王神社近くの武家町であった高町も雰囲気のあるところであるが、小路が狭すぎて地域住民が出ていっている。今後、その景観を残していくことを考えれば、地域住民の協力を得ることが必要でこの辺りも重点区域に指定し意識啓発することが大切と感じる。
【野堀委員】手向、五重塔、スギ並木は一体と思うが、羽黒のスギ並木が重点区域に入っていない理由はなぜか。

【山本委員】図中の点線ラインが２重３重のため、重点区域と風致エリアの違いの説明が欲しい。また、重点区域にスギ並木、石段も入れてほしい。事業の中に天然記念物「スギ並木」と石段に関する事業が入っていない。

【稲泉委員】出羽三山の風致に、出羽三山と関連のある六十里街道を含めなかった理由はなぜか。
【都市計画係長】重点区域は風致の範囲内で10年間の間に事業を行うエリアを中心に決めてきた。本計画においては羽黒の手向集落内の修景を行う範囲のため、スギ並木等は風致エリアには入っているが重点区域に入っていない。
また線引きは国から字切りや道路等で行うように指導があり、手向地区は集落の境界としている。

【都市計画課長】歴史的風致のエリアは歴史的風致が残っている地域であり明確なラインを求められていない。しかし、重点区域はかなり明確なライン取りが求められ、区域内の事業は具体的なアドバンテージがなされる。そのような点を考慮した結果、今回載せている事業のエリアとなった。
【稲泉委員】重点区域に入っていないが、出羽三山神社・天然記念物であるスギ並木等は保全・維持の対象となるのか
【都市計画課長】具体的な事業がないものでも、七日町観音堂等のように歴史的風致としてあげている。重点区域に入っていないエリアでも歴史的風致を保全していくものであることは変わらない。
【高谷委員】鶴岡公園周辺の風致が「江戸、城下町」に重点が置かれている。しかし、鶴岡公園周辺は江戸時代の城下町の骨格の上に明治時代以降の建物が建てられ、人々の生活が積み重ねられ造られてきたものである。その観点の文言を入れなくて良いのか。

【犬塚委員】鶴岡は城下町である。武家屋敷も重点区域に取り上げたらどうか。北高裏にある安倍家は、城下絵図と比較してもほとんど変わらない場所にある。市内に唯一残されている武家屋敷であるので、城下町鶴岡としては適当と思われる。

【堀委員】安倍家は松本十郎家のすぐ隣にある。だいぶ手は入っているが当時の形を残しており、雰囲気は残されている。松本十郎家も含め通りから一軒分の区域も、重点区域に入れることを検討いただきたい。
【委員】新茶屋は価値があるのは本館だけでない。庭園は江戸時代のもので価値が高いので図に追加すべき。
【佐藤会長】可能であれば、重点区域を広げて欲しい。地図に追加して欲しい。という意見である。
委員の意見は、近代の建造物で国の重要文化財が4つもあるのが非常にめずらしいので、そのことを追加する意味で字句の追加について行って欲しいということである。区域については道があっての町なので、道路で区切るとのは若干適当でないと思う。
【都市計画係長】明確な線引きが求められているため、このように三の丸エリアで区切っているが、歴史的な価値を有する建物に関しては、改めて周辺も含め調査を行い、重点区域の内外に関わらず、調査・保全等は必要である。明治時代以降の建物については計画書(案)でも触れている。
【高谷委員】明治・大正時代あたりで歴史的風致をひとつ追加できないのか
【都市計画課長】風致はだいぶ苦労しているところがある。歴史的風致は人々の活動と歴史的建造物が一緒であり、明治・大正時代のことを現在まで続く活動として歴史的風致としてまとめることは難しかったため、他の歴史的風致に溶け込ませている。
【佐藤会長】計画(案)の基本方針には、明治・大正時代に建てられた建造物についても記載されており言及はしている。
【高谷委員】人々の活動と歴史的建造物で説明しなければならないため説明がつきにくいようだが、歴史の積み重ねの中にあるということをアピールできれば違うと思う。地図には平田家の土蔵等も掲載されているが平田家の敷地の中には大正的な（昭和初期）の建物もある。歴史が積み重ねられているというのは非常に鶴岡らしいので、その視点が欲しい。活動と絡めるのは難しいと思うが、これからの施策から落ちないようにしてほしい。
【佐藤会長】本日いただいた意見に対して、すぐに方針を回答することは難しい。検討課題とする。
【真田委員】意見や要望が沢山出ているが、平成23年7月の１回目で、第2回は11月にやるといっていた。今後のスケジュールを見る限り、意見を集約して間に合うのか疑問である。そのあたりの見通しはどうなのか。
【都市計画課長】国の三省と話し合いの中で、史実データ裏付けとかきびしく言われてきた。これからも様々なご意見を頂戴すると思うが、国との協議の経緯もあり、全てのご意見を反映させるのは難しい。計画は毎年見直しをしながら進めていくものなのでその中で対応させてもらう。
【堀委員】歴史、伝統、景観復元とかあるが、市としてこのような観点でまちづくりの仕事をすることは始めてで大変意義があると思う。
景観の復元・保全とは、時間の流れを少し止める（昔に戻す）ことになるので功罪があると感じる。例えば大宝館前の道路は近代における大きな変革で画期的であったが、新町や肴町、七日町方面の道路、町がさびれてきたということもある。このように良いこともあるが、反面マイナス面も出てくるということを考えて公にすべきで、市は今までプラス面は表に出すがマイナス面は出してこなかった。これまで行政として不足しているのではないか。
東北での認定はまだ少ないが、全国的に宿坊街として認定になっているところはあるか。宿坊街と過去の歴史とこれからどうなっていくかを考えて、歴史をひもとく必要があると思うので、ぜひ重点区域として保全していくべきと思う。
【都市計画係長】宿坊を歴史的風致としているのは、長野市の善光寺の宿坊が取り上げられている。
【真田委員】以前、九州の英彦山を視察した。宿坊跡は残っているが宿坊が１軒も残っていなかった。信者が来るに任せ普及活動を行っていなかったためと寺に聞いた。しかし手向では冬期間に霞場（檀那場）に約3ヶ月（100日）にも渡り、普及活動を行っているため、現在も32軒が残されている。（うち2軒は組合に入っていない。）しかし5年の間に3件廃業し、4軒は茅葺屋根で、1軒は将来改築を検討しているが3軒は後継者しだいという状況で、最盛期の半分以下になって高齢化が進み継承が難しい状態にある。
【中村委員】外堀堰の表示が「●」である。外堀堰は長いので適正な表示に訂正してほしい。
【酒井委員】ストーリー的に3地区が重点区域になったのもわかる。それぞれ歴史があるところなので、それらを表や資料にするとかも今後必要かと思われる。
【佐藤会長】標記の変更が可能であれば対応してもらいたい。線引きは国の認定に関わるので難しいところであるので、この計画でやっていくこと、またそれとは別にこの計画をベースにして、広く次の行動を行うことも検討してほしい。
【都市計画課長】計画に間に合うものは訂正させていただきますし、難しいものについては、毎年行う見直しの際に反映させていただきたいと考えている。
（３）今後のスケジュール　

※次第に記載のとおり

（４）その他　　特になし

５.閉　会　　（午前12時）　　　（渡会都市計画課長）



起案　年　月　日


決裁　年　月　日








